
　
汎
用
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の
需
要
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
、
低
迷
が
続
い
て
い
た
が
、
２
０
１
０

年
初
頭
に
は
経
済
不
況
以
前
の
状
況
に
回
復
し
て
き
た
。
企
業
は
抑
え
て
い
た
設
備
投
資
に
動
き
出

し
、
外
需
も
順
調
に
推
移
。
汎
用
イ
ン
バ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー
は
出
荷
に
追
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
電

力
損
失
を
大
幅
に
削
減
す
る
新
た
な
材
料
の
開
発
に
も
注
力
し
て
い
る
。

外
需
、
堅
調
に
推
移
国
内
は
需
要
構
造
に
変
化

電力制御で省エネ汎用インバーター

研
究
開
発
で
国
と
企
業
が
連
携
Ｓ
ｉ
Ｃ
半
導
体

　
フ
ァ
ン
・
ポ
ン
プ
を
制
御
す
る

場
合
、
汎
用
イ
ン
バ
ー
タ
ー
は
ダ

ン
パ
ー
・
バ
ル
ブ
よ
り
も
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
果
を
発
揮
す
る
。
一
定

の
風
量
・
流
量
な
ら
ば
ダ
ン
パ
ー

・
バ
ル
ブ
制
御
が
適
し
て
い
る

が
、
空
調
な
ど
の
強
弱
を
必
要
と

す
る
機
器
に
対
し
て
は
汎
用
イ
ン

バ
ー
タ
ー
が
効
率
的
に
制
御
し
、

消
費
電
力
量
を
最
小
限
に
抑
え

る
。
特
に
、
風
量
・
流
量
が
少
な

い
と
き
の
消
費
電
力
量
は
ダ
ン
パ

ー
・
バ
ル
ブ
と
比
較
す
る
と
効
果

は
歴
然
だ
。

　
わ
が
国
で
は

年
度
ま
で
、
汎

用
イ
ン
バ
ー
タ
ー
に
対
し
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
構
造
改
革
投
資
促
進
税

制
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
影
響
で

市
場
規
模
は
拡
大
。
汎
用
イ
ン
バ

ー
タ
ー
の
装
着
率
は
約

％
に
増

加
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
可
変

速
制
御
が
必
要
な
モ
ー
タ
ー
へ
の

装
着
率
を
高
め
る
こ
と
が
消
費
電

力
の
削
減
に
つ
な
が
る
た
め
、
今

後
も
普
及
を
促
す
必
要
が
あ
る
。

　
高
い
省
エ
ネ
効
果
で
汎
用
イ
ン

バ
ー
タ
ー
の
需
要
は
順
調
に
推
移

し
て
い
た
が
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
の
影
響
で
低
下
。
し
か
し
、

年
４
月
を
底
に
受
注
は
回
復

し
、
日
本
電
機
工
業
会

Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｍ

の
統
計
に
よ
る
と

年
度
の

出
荷
金
額
は
７
２
３
億
円
、
前
年

比

・
１
％
増
。
ま
た
、
輸
出
出

荷
金
額
は
３
２
１
億
円
、
同
年
度

比

・
４
％
増
と
好
調
だ
。
「
国

内
で
は
経
済
の
回
復
に
伴
い
、
工

場
の
設
備
投
資
に
取
り
組
む
企
業

が
増
え
た
結
果
」

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｍ

と
い
え
る
。
昨
年
、
夏
の
猛
暑
対

策
と
し
て
空
調
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

す
る
企
業
が
多
く
、
生
産
が
追
い

つ
か
な
い
メ
ー
カ
ー
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
輸
出
は
中
国
、
韓
国
、
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
の
引
き
合
い
が
多

い
。
今
後
も
安
定
し
た
需
要
が
見

込
ま
れ
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
３
月
に
東
日

本
大
震
災
が
発
生
。

年
度
は
横

ば
い
、
ま
た
は
緩
や
か
な
上
昇
と

楽
観
的
に
予
想
し
て
い
た
が
、

「
製
品
が
な
く
な
ら
な
い
内
に
先

の
分
ま
で
確
保
し
よ
う
と
、
前
倒

し
の
発
注
が
増
え
た
。
短
期
的
に

需
要
は
伸
び
て
い
る
」

三
菱
電

機

と
、
震
災
後
は
需
要
構
造
が

変
化
し
、
先
が
読
め
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

　
現
在
は
被
災
し
た
工
場
の
生
産

を
立
ち
上
げ
る
た
め
の
需
要
が
目

立
つ
。
今
後
は
ビ
ル
、
商
業
施
設

な
ど
の
建
築
が
進
み
、
長
期
的
な

需
要
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
。
こ

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
各

メ
ー
カ
ー
に
は
前
も
っ
た
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
電
力

不
足
の
懸
念
か
ら
節
電
意
識
が
高

ま
り
、
直
接
的
な
省
エ
ネ
に
つ
な

が
る
汎
用
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の
ニ
ー

ズ
も
増
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
省
エ
ネ
機
器
と
し
て
評

価
さ
れ
る
汎
用
イ
ン
バ
ー

タ
ー
だ
が
、
モ
ー
タ
ー
を

細
か
く
制
御
で
き
る
高
機

能
な
点
で
も
導
入
は
急
が

れ
る
。
汎
用
イ
ン
バ
ー
タ

ー
の
部
品
の
寿
命
は

年

と
い
わ
れ
て
お
り
、
急
に

ラ
イ
ン
が
停
止
す
る
こ
と

は
製
造
現
場
に
と
っ
て
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
自
動
寿
命
診
断

機
能
を
付
け
た
製
品
な

ど
、
各
メ
ー
カ
ー
は
未
然

に
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
を

打
っ
て
い
る
。

　
各
メ
ー
カ
ー
は
汎
用
イ
ン
バ
ー

タ
ー
の
効
率
を
高
め
、
電
力
損
失

を
抑
制
す
る
た
め
に
新
た
な
パ
ワ

ー
半
導
体
と
し
て
、
炭
化
ケ
イ
素

Ｓ
ｉ
Ｃ

半
導
体
の
実
用
化
に

力
を
注
い
で
い
る
。
政
府
は
二
酸

化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削

減
に
は
電
力
変
換
率
を
向
上
さ

せ
、
電
力
損
失
を
抑
制
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
、
Ｓ
ｉ
Ｃ
半
導
体

を
応
用
し
た
汎
用
イ
ン
バ
ー
タ
ー

の
実
現
を
目
指
す
。

　
現
在
の
シ
リ
コ
ン

Ｓ
ｉ

半

導
体
と
比
較
す
る
と
、
Ｓ
ｉ
Ｃ
半

導
体
は
２
―
３
％
効
率
化
が
図
れ

る
。
た
っ
た
数
％
と
思
わ
れ
が
ち

だ
が
、
汎
用
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の
設

置
台
数
を
考
え
る
と
、
こ
の
数
％

を
積
み
重
ね
れ
ば
全
体
で
は
大
規

模
な
省
エ
ネ
と
な
る
。
ま
た
、
Ｓ

ｉ
半
導
体
に
比
べ
電
力
損
失
は

％
抑
制
で
き
、
省
エ
ネ
効
果
を
上

げ
る
新
素
材
と
し
て
実
用
化
が
待

た
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
従
来
品

よ
り
も
高
い
効
果
を
発
揮
す
る
と

な
れ
ば
、
汎
用
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の

装
着
率
の
促
進
に
貢
献
す
る
と
期

待
さ
れ
る
。

次
ペ
ー
ジ
に
続
く

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ６月６日 月曜日 　　


